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【
小
平
東

村
山
・
書
記

・
近
藤
祐
樹

通
信
員
】
4

月
18
日
、
小

平
市
福
祉
会

館
に
て
、
小

平
東
村
山
支

部
第
5
回
定

期
大
会
を
開

催
。
代
議
員

50
人
が
参
加

（
ほ
か
委
任

状
30
人
）し
、

2
0
2
0
年

度
の
活
動
内
容
、
2
0
2
1
年
度

の
活
動
方
針
に
つ
い
て
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
流
行
に
よ

り
通
常
の
行
事
や
取
り
組
み
を
全

く
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
秋
の
月
間
拡
大
率
は
全
都

最
下
位
と
な
り
、
年
間
目
標
も
未

達
成
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
関
連
給

付
金
の
相
談
活
動
に
早
い
時
期
か

ら
取
り
組
み
、
支
部
結
成
初
の
組

織
実
増
を
勝
ち
取
っ
た
こ
れ
ま
で

に
な
い
1
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
到
達
に
確
信
を
持
っ
て
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
サ
イ
レ
ン
ト
で
の
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
」
で
大
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
井
上
清
一
。
副
委
員
長
・
谷
口

庄
一
、
飛
田
重
男
、
関
田
眞
。
書

記
長
・
石
塚
一
広
。
書
記
次
長
・

奥
田
八
志
、
増
田
邦
彦
、
近
藤
祐

樹
、
須
賀
哲
也
。

【
豊
島
・
書
記
・
仁
田
亮
平
通

信
員
】
4
月
18
日
に
豊
島
産
業
振

興
プ
ラ
ザ
6
階
に
て
、
第
67
回
定

期
大
会
を
代
議
員
53
人
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
の
組
合
運
動
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
過
去
に
例
を
見

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃

か
ら
当
た
り
前
に
行
な
っ
て
き
た

行
動
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、
ど
う

や
っ
て
仲
間
の
声
を
聞
き
、
窮
地

に
立
た
さ
れ
た
仲
間
を
守
る
の
か

が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
『
持
続
化
給
付
金
』

や
『
雇
用
調
整
助
成
金
』
の
申
請

手
続
き
で
は
1
0
0
件
を
超
え
る

相
談
に
応
対
し
、
窮
地
に
寄
り
添

う
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
度
も
「
一
人
に
さ

せ
な
い
」
を
念
頭
に
、
支
部
役
員

一
丸
と
な
っ
て
、
直
面
す
る
諸
課

題
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
で
す
。

委
員
長
・
土
橋
弘
典
。
副
委
員
長

・
宮
本
卓
廣
、
梅
澤
光
法
、
桑
山

浩
司
。
書
記
長
・
大
浦
康
昭
。
書

記
次
長
・
川
合
正
人
、
村
田
勝
、

寺
島
耕
平
。

【
板
橋
・
書
記
・
武
田
栄
一
通

信
員
】
4
月
4
日
、
第
65
回
定
期

大
会
を
区
立
文
化
会
館
大
会
議
室

で
開
催
。
参
加
は
役
員
・
代
議
員

な
ど
91
人
。
野
崎
委
員
長
が
開
会

あ
い
さ
つ
、
東
京
土
建
本
部
か
ら

は
福
地
常
任
中
執
が
あ
い
さ
つ
を

行
な
い
ま
し
た
。

山
本
書
記
長
が
基
調
報
告
を
行

な
い
、
新
年
度
方
針
を
提
案
。
そ

の
後
決
算
報
告
、
2
0
2
1
年
度

予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
8
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
各
専
門
分
野
の
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で

分
科
会
報
告
・
質
疑
を
行
な
い
、

新
年
度
の
方
針
と
予
算
案
を
採
択

し
ま
し
た
。

組
織
増
勢
め
ざ
す
拡
大
運
動
・

仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
取

り
組
み
な
ど「
4
つ
の
運
動
の
柱
」

で
団
結
し
、奮
闘
し
よ
う
と
の「
大

会
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
野
崎
邦
治
。
副
委
員
長
・
須

賀
朗
、
穴
澤
秀
康
、
林
賢
二
郎
、

藤
代
隆
。
書
記
長
・
山
本
清
志
。

書
記
次
長
・
小
林
宙
、
山
岸
慎
、

森
千
恵
子
、
竹
腰
隆
樹
。

サイレントでの「団結ガンバロー」

【
西
東
京
・
書
記
・
二
見
絵
梨

奈
通
信
員
】
4
月
10
日
に
こ
も
れ

び
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
第
61

回
支
部
定
期
大
会
は
代
議
員
30
人

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
は
「
新
組
織
拡

大
・
確
立
強
化
の
3
カ
年
計
画
」

を
策
定
し
、
私
た
ち
の
求
め
る
要

求
実
現
と
そ
れ
を
支
え
る
組
織
強

化
、
仲
間
づ
く
り
運
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
仲
間
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
「
1

人
の
仲
間
も
取
り
残
さ
な
い
」
よ

う
仲
間
へ
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
相

談
活
動
、
自
治
体
要
請
な
ど
、
仲

間
に
寄
り
添
う
運
動
を
展
開
し
、

組
織
拡
大
運
動
に
つ
い
て
も
秋
の

3
・
5
％
目
標
を
や
り
き
っ
た
こ

と
を
確
認
。
2
0
2
1
年
も
安
定

し
た
1
7
5
0
人
支
部
を
建
設
す

る
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
唐
鎌
昭
二
。
副
委
員
長

・
本
間
益
仁
、
佐
藤
正
広
、
柴
崎

憲
一
。
書
記
長
・
島
崎
慶
一
。
書

記
次
長
・
関
真
太
郎
、
渡
辺
裕
介
。

土橋委員長の決意表明

【
村
山
大
和
・
書
記
・
青
木
美

樹
通
信
員
】
4
月
18
日
、
東
大
和

中
央
公
民
会
で
第
54
回
定
期
大
会

を
開
催
。
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
や
都
知
事
会
見
を
受
け
て
緊
急

の
支
部
4
役
会
議
を
開
き
、
当
日

は
対
面
で
書
類
の
配
布
の
み
を
行

な
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

あ
ら
か
じ
め
代
議
員
に
向
け
て

大
会
議
案
の
配
布
と
事
前
の
質
問

受
付
を
行
な
っ
て
い
た
た
め
大
き

な
混
乱
も
な
く
、
1
2
3
人
の
参

加
者
へ
準
備
委
員
と
支
部
4
役
か

ら
顔
を
見
な
が
ら
の
手
渡
し
を
終

え
ま
し
た
。
昨
年
の
教
訓
を
踏
ま

え
、仲
間
の
健
康
を
第
一
に
考
え
、

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
取
り
組

む
方
針
を
実
践
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
議
案
、
決
算
・
予
算

を
含
む
す
べ
て
の
提
案
は
代
議
員

の
方
々
か
ら
の
後
日
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
4
役
は
次
の
通
り
。

委
員
長
・
相
山
昇
司
。
副
委
員
長

・
宮
澤
良
明
、
荻
野
輝
明
、
大
田

穣
充
。
書
記
長
・
白
倉
良
道
。
書

記
次
長
・
唐
澤
孝
輔
、
平
野
隆
之
、

植
木
博
一
。

【
北
・
書

記
・
高
橋
伸

明
通
信
員
】

4
月
4
日
、

北
と
ぴ
あ
飛

鳥
ホ
ー
ル
に

て
、
北
支
部

第
73
回
定
期

大
会
が
55
人

の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。昨

年
に
引

き
続
き
コ
ロ

ナ
の
終
息
が

見
え
な
い
な
か
で
の
組
合
活
動
と

な
り
ま
す
が
、
で
き
る
こ
と
、
今

だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
①
群
の
強

化
・
活
性
化
の
課
題
、
②
青
年
・

後
継
者
対
策
の
課
題
、
③
町
場
従

事
者
と
地
域
活
性
化
の
課
題
、
④

事
業
所
対
策
・
組
織
化
を
重
点
に

置
く
こ
と
、
な
ど
が
書
記
長
の
次

年
度
方
針
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
運
動
方
針
案
提
案
・
予

算
案
提
案
と
も
多
数
の
賛
成
に
よ

り
承
認
と
な
り
、
新
書
記
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
渡
辺
勝
二
。
副
委
員
長
・
石
川

信
一
、
中
西
昭
一
、
小
池
正
樹
、

宮
下
幸
則
。
書
記
長
・
岡
村
茂
寿
。

書
記
次
長
・
和
田
光
太
郎
。

【
清
瀬
久

留
米
・
書
記

・
池
﨑
健
司

通
信
員
】
4

月
4
日
、
清

瀬
け
や
き
ホ

ー
ル
に
て
第

53
回
定
期
大

会
を
代
議
員

74
人
（
委
任

状
10
通
）
の

参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

2
0
2
1

年
度
は
仲
間

づ
く
り
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
運
動

を
更
に
前
進
さ
せ
る
た
め
、
分
会

・
群
を
基
本
と
し
た
地
域
組
織
、

各
専
門
部
や
Ｐ
Ａ
Ｌ
、
青
年
部
や

シ
ニ
ア
友
の
会
、
主
婦
の
会
な
ど

と
そ
れ
を
ま
と
め
る
支
部
執
行
部

が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
仲

間
の
つ
な
が
り
を
更
に
強
め
、
支

部
の
仲
間
全
員
で
�
オ
ー
ル
清
瀬

久
留
米
�
を
か
か
げ
、
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
運
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
な
ど
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
。
委
員

長
・
前
川
達
夫
。
副
委
員
長
・
尾

芦
富
雄
、
川
村
裕
也
、
笹
原
康
弘
、

五
十
嵐
留
夫
。
書
記
長
・
小
田
澤

陽
一
。
書
記
次
長
・
砂
川
恵
、
本

島
厚
司
、
高
倉
一
歩
。

【
練
馬
・
書
記
・

池
田
直
隆
記
】
4
月

10
日
に
区
民
産
業
プ

ラ
ザ
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー

ル
に
て
1
4
3
人

（
特
別
代
議
員
含
む
）

の
参
加
で
第
64
回
定

期
大
会
を
開
催
。
福

岡
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
基
調
報
告

を
行
な
い
、
補
強
と

し
て
2
分
会
か
ら
経
験
報
告
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
つ
い
て
は
運
動
の
強
化

が
必
要
」
、
「
部
会
運
営
で
は
次

の
世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
く

た
め
の
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た

ほ
か
、
「
年
間
実
増
と
拡
大
月
間

の
報
奨
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ

き
」
、
「
東
京
土
建
の
制
度
に
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
に
そ

れ
を
知
ら
な
い
ま
ま
短
期
で
脱
退

す
る
人
を
い
か
に
減
ら
し
て
い
く

か
が
課
題
」
と
い
っ
た
よ
う
に
核

心
に
迫
る
活
発
な
討
論
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
福
岡
忠
行
。
副
委
員
長
・
上
原

誠
、
可
兒
美
憲
、
伊
藤
慶
一
郎
、

肥
野
信
彦
、
上
原
良
子
。
書
記
長

・
池
田
直
隆
。
書
記
次
長
・
佐
藤

大
地
、
亀
川
佑
介
、
友
成
京
介
。

あいさつする福岡委員長

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク
小
平
東
村
山
・
西
東
京

村
山
大
和
・
清
瀬
久
留
米

相談早期対応で

支部の仲間全員で

結成初の組織実増に

キヨクル運動更に前進

村山大和

事
前
に
質
問
受
け
付
け

混
乱
な
く
変
則
開
催

１
人
も
取
り
残
さ
ず

西東京

１
７
５
０
人
支
部
め
ざ
す

小

平

東
村
山

清

瀬

久
留
米

今だからこそ追求

「
一
人
に
さ
せ
な
い
」よ
う

求められていることを

豊島

役
員
一
丸
で
取
組
む

活
発
な
意
見
出
さ
れ

練馬

城北ブロック城北ブロック
板橋、豊島、北、練馬

核
心
迫
る
討
論
に

北

「
４
つ
の
運
動
の
柱
」で

板橋

団
結
し
奮
闘
し
よ
う

求

人

求

職


